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衆
議
院
議
員
岡
本
充
功
君
提
出
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
お
け
る
社
会
実
験
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
七
日
に
政
府
・
与
党
で
合
意
し
、
取
り
ま
と
め
た
「
道
路
特
定
財
源
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
年
間
で
、
二
百
か
所
以
上
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
連
結
許
可
を
受

け
た
同
法
第
十
一
条
第
一
号
の
施
設
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
建
設
省
令
第
十
八
号
）
第
十

三
条
第
二
項
第
三
号
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
施
設
が
設
置
さ
れ
、
同
号
イ
で
規
定
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
行
車
の
み
が
通
行
可
能
な
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
。
以
下
「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
を
約
五
千
億
円
の
財
源
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
本
格
導
入
に
際
し
て
の
設
置
基
準
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
社
会
実
験
後
本
格
導
入
す
る
際
は
一
日
五

百
台
の
利
用
実
績
が
必
要
と
の
基
準
」
は
設
け
て
お
ら
ず
、
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
﹇
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
接
続
型
﹈
制
度
実
施
要
綱
」
（
平
成
十
八
年
七
月
十
日
国
道
有
第
二
十
八
号
国
土
交
通
省
道
路
局
長
通
知
）
に
お
い

て
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
よ
り
、
会
社
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に

一



規
定
す
る
会
社
を
い
う
。
）
が
支
出
す
る
当
該
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
管
理
及
び
運
営
費
用
が
、
料
金
の
増
収
の
範
囲
内
で
あ
る

こ
と
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
よ
る
費
用
対
便
益
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
又
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
い
て
社
会
実
験
中
（
準
備
中
の
五
か
所

を
含
む
。
）
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
十
四
か
所
で
あ
る
。

ま
た
、
新
鶴
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
以
外
の
本
格
導
入
さ
れ
た
三
十
か
所
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
、
社
会
実
験
期
間
中
に
Ｅ

Ｔ
Ｃ
通
行
車
に
よ
る
利
用
交
通
量
（
以
下
単
に
「
利
用
交
通
量
」
と
い
う
。
）
の
実
績
の
水
増
し
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、新
鶴
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
含
め
本
格
導
入
さ
れ
た
三
十
一
か
所
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
、

社
会
実
験
期
間
と
本
格
導
入
後
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
利
用
交
通
量
の
実
績
を
比
較
し
た
場
合
、
い
ず
れ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
に
お
け
る
利
用
交
通
量
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
を
行
う
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

新
鶴
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
本
格
導
入
さ
れ
た
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
一
日
当
た
り
の
利
用
交
通
量

の
実
績
は
、
約
四
百
四
十
台
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
報
道
に
係
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二



新
鶴
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
要
す
る
費
用
は
約
八
億
円
で
あ
り
、
国
が
道
路
特
定
財
源
か
ら
約
三
億
円
を
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
が
約
五
億
円
を
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
鶴
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
は
、
会
津
美
里
町
が
約
一
億
円
を
負
担
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
国
が
、
道
路
特
定
財
源
か
ら
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
と
し
て
約
四
千
万
円
を
負
担
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
利
用
実
績
が
不
自
然
に
増
加
し
た
り
、
減
少
し
た
り
し
た
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
通
常
は
、
季
節
等
に
よ
っ
て
、
利
用
交
通
量
の
実
績
は
増
減
す
る
こ
と
か
ら
、
利
用
交
通
量
の
実

績
の
増
減
を
も
っ
て
、
利
用
交
通
量
の
実
績
の
水
増
し
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
又
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
い
て
社
会
実
験
中
（
準
備
中
の
五
か
所

を
除
く
。
）
の
九
か
所
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
う
ち
、
利
用
交
通
量
の
前
年
同
月
と
の
比
較
が
可
能
な
一
年
以
上
継
続
し
て
社

会
実
験
を
行
っ
て
い
る
箇
所
は
、
南
条
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
み
で
あ
り
、
当
該
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
、
社
会
実
験
期
間
に

お
け
る
一
日
当
た
り
の
利
用
交
通
量
の
実
績
を
前
年
同
月
と
比
較
し
た
場
合
、
平
成
十
八
年
十
二
月
か
ら
平
成
十
九
年
十
月

ま
で
及
び
同
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
ま
で
に
お
い
て
、
利
用
交
通
量
の
実
績
が
二
割
以
上
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、

三



利
用
交
通
量
の
実
績
が
二
割
以
上
減
少
し
た
期
間
は
な
い
。

本
格
導
入
し
た
三
十
一
か
所
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
う
ち
、
社
会
実
験
期
間
と
本
格
導
入
後
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
利
用

交
通
量
の
実
績
を
比
較
し
た
場
合
、
利
用
交
通
量
の
実
績
が
二
割
以
上
減
少
し
た
箇
所
は
な
い
。

四


